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江
東
区
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
区

議
会
の
役
割
が
２
行
に
ま
と
め
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
区
議
会
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選

挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ

れ
る
区
の
意
思
決
定
機
関
で
す
。区
議
会

の
権
限
は
、条
例
の
制
定
や
そ
の
改
廃
の

ほ
か
、
予
算
の
議
決
、
決
算
の
認
定
、
請

願
・
陳
情
の
処
理
等
が
あ
り
ま
す
。」

　

議
会
の
役
割
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
鳥
取
県
大だ
い

山せ
ん

町ち
ょ
うは

人
口
１
・
６
万
人

の
小
さ
な
自
治
体
で
す
が
、町
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
６
項
目
に
わ
た
っ
て
議
会

の
役
割
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。い
わ

く
、
住
民
を
代
表
す
る
機
関
、
意
思
決
定
機

関
、
提
言
機
関
、
自
治
体
の
内
部
機
関
、
行

政
の
監
視
機
関
、国
な
ど
に
意
見
書
を
提
出

す
る
役
割
な
ど
で
す
。江
東
区
議
会
は
説
明

不
足
で
す
。

　

議
会
の
役
割
の
中
で
も
重
要
な
も
の
は

「
行
政
を
監
視
す
る
機
能
」
で
す
。
地
方
自

治
体
は
首
長
と
議
会
の
２
元
代
表
制
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、予
算
編
成
権
を
持
っ
て
い

る
首
長
（
区
長
）
側
が
圧
倒
的
に
優
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、議
員
は
多
様
な

住
民
の
代
表
と
し
て
区
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
役
割
を
担
い
ま
す
。大
山
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は「
主
権
者
で
あ
る
住
民
に
代
わ
っ

て
執
行
機
関
（
行
政
）
を
監
視
・
評
価
し
、

執
行
機
関
の
独
走
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
」と
書

か
れ
て
い
ま
す
。国
会
は
最
大
多
数
の
政
党

の
党
首
が
総
理
大
臣
に
な
り
、
与
党
・
野
党

と
い
う
立
場
が
生
じ
ま
す
が
、地
方
議
会
で

は
首
長
と
議
員
は
別
々
の
選
挙
で
選
ば
れ

ま
す
。議
会
全
体
が
い
わ
ば
行
政
を
監
視
す

る
野
党
的
な
存
在
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
４
年
間
の
江
東
区
議
会
を

振
り
返
る
と
、
江
東
区
議
会
自
由
民
主
党
、

江
東
区
議
会
民
政
ク
ラ
ブ
（
立
憲
民
主
党
・

国
民
民
主
党
・
無
所
属
の
議
員
）、
江
東
区
議

会
公
明
党
の
３
大
会
派
と
無
所
属
１
人
は

区
長
提
出
議
案
約
３
８
０
件
に
１
０
０
％

賛
成
を
し
て
き
ま
し
た
。3
大
会
派
で
過
半

数
を
超
え
ま
す
か
ら
、す
べ
て
の
議
案
が
無

修
正
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。議
会
が
十
分

に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、地
方

議
会
の
責
任
放
棄
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
4
年
間
、委
員
会
の
傍
聴
制
限
を
な

く
す
、
資
料
を
公
開
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
中
継
な
ど
、開
か
れ
た
議
会
へ
の
取

り
組
み
は
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め

る
た
め
の
討
論
や
討
議
の
実
施
、議
会
事
務

局
機
能
の
強
化
、議
会
基
本
条
例
の
策
定
な

ど
は
長
年
手
つ
か
ず
で
す
。区
民
の
負
託
に

応
え
、議
会
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
た
め

に
さ
ら
に
議
会
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

（
中
村
ま
さ
子
）

こ
れ
で
い
い
の
？
　
江
東
区
議
会
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一
般
会
計

　

２
０
５
４
億
円
（
６
・５
％
増
）

国
保
会
計

　

５
１
２
億
円
（
５
・６
％
減
）

介
護
保
険
会
計

　

３
５
５
億
円
（
3
％
増
）

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　

１
０
０
億
円
（
４
・
２
％
増
）

　

一
般
会
計
は
当
初
予
算
と
し
て

は
初
め
て
２
０
０
０
億
円
を
超
え
、

過
去
最
大
に
な
り
ま
し
た
。

中
村
）
養
護
学
校
の
卒
業
生
の
行

く
先
の
一
つ
と
し
て
「
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
。
日
常
生

活
の
向
上
や
社
会
参
加
を
目
指
し
、

授
産
作
業
、創
作
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
第
1
作
業
訓
練
室

の
定
員
は
24
人
と
明
記
し
て
い
る

が
、
こ
こ
何
年
か
19
人
し
か
受
け

入
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
を
希
望
し

た
卒
業
生
が
定
員
に
達
し
て
い
な

い
の
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
。

障
害
者
支
援
課
長
）
車
い
す
利

用
者
な
ど
は
状
態
が
悪
く
な
る

人
が
で
る
の
で
、
利
用
者
の
安

全
と
適
切
な
支
援
を
考
え
た
う

え
で
の
こ
と
。

中
村
）
車
椅
子
の
人
が
い
る
こ
と

は
当
然
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
定

員
24
人
と
し
て
公
表
し
て
い
る
は

ず
。
余
裕
が
あ
る
の
に
希
望
し
た

人
が
入
れ
な
い
の
は
問
題
だ
。
区

は
定
員
ど
お
り
受
け
入
れ
る
よ
う

十
分
な
人
員
配
置
を
す
べ
き
。

 

中
村
）
障
害
者
に
対
す
る
総
合
的
・

専
門
的
な
相
談
支
援
、
虐
待
防
止
、

権
利
擁
護
な
ど
を
担
う
「
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
の
検

討
状
況
は
。

障
害
者
支
援
課
長
）
地
域
自
立

支
援
協
議
会
か
ら
設
置
の
提
言

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
区
と
し

て
数
年
前
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

 

中
村
）
中
学
生
に
対
す
る
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
出
前
講
座
は
今
年
度
3
回
行

わ
れ
た
。
そ
の
意
義
を
問
う
。

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

所
長
）
中
学
生
と
い
う
年
代
に

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
知
識
普

及
、
意
識
啓
発
が
必
要
。
暴
力

は
理
由
が
あ
っ
て
も
振
る
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
、
犯
罪
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
い
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
未
然
防
止
と
被

害
抑
制
に
つ
な
げ
る
。

中
村
）
こ
の
出
前
講
座
は
教
師
た

ち
も
効
果
を
認
識
し
て
お
り
、
実

施
を
希
望
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

所
長
）
で
き
る
限
り
学
校
の
要

望
に
応
え
、
実

施
回
数
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

中
村
）
江
東
区
は

１
２
５
施
設
に
指

定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
い
る
。

港
区
、
墨
田
区
な

ど
い
く
つ
か
の
区

で
は
指
定
管
理
者

に
雇
わ
れ
て
い
る

人
の
労
働
環
境
の

改
善
の
た
め
に
、

雇
用
契
約
・
労
働

時
間
・
給
与
・
社

会
保
険
や
雇
用
保

険
・
安
全
衛
生
な
ど
に
つ
い
て
チ

エ
ッ
ク
し
て
い
る
。
江
東
区
で
は

指
定
管
理
者
制
度
で
働
く
人
の
労

働
問
題
は
ど
う
管
理
し
て
い
る
か
。

企
画
課
長
）
事
業
が
適
切
に
運

営
さ
れ
て
い
る
か
、
利
用
者
満

足
度
は
ど
う
か
な
ど
は
チ
ェ
ッ

ク
す
る
が
、
労
働
条
件
は
対
象

に
し
て
い
な
い
。

中
村
）
区
は
こ
れ
ま
で
労
使
関
係

の
問
題
と
言
っ
て
き
た
が
、
指
定

管
理
者
は
区
の
仕
事
を
担
っ
て
い

る
。
労
働
条
件
が
悪
く
て
、
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
ま
な
い
よ

う
、
労
働
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

課
長
）
労
働
者
の
賃
金
、
労
働

条
件
な
ど
は
労
使
契
約
に
基
づ

く
も
の
。
労
働
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　
　

2019 年区議会
第１回定例会開催

（2月 19日～ 3月 19日）

中村まさ子の収支報告（2019年１月〜３月）
１月 ２月 ３月 期末手当

収入
議員報酬 610,000 610,000 610,000 221,125
費用弁償 0 0 0 0

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 40,638
住民税 57,300 57,300 57,300 0
国民健康保険料 77,000 77,000 77,000 0
共友会 2,000 2,000 0 0
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 0
退職積立金 60,000 60,000 60,000 0
活動積立金 30,000 30,000 30,000 0
共に歩む会へ 47,880 47,880 49,880 180,487

江
東
区
の
障
害
者

政
策
に
つ
い
て

１　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
出
前

講
座
に
つ
い
て

３　
ご
近
所
ミ
ニ
デ
イ

に
つ
い
て

２　
指
定
管

理
者
の
労

働
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン

グ

新
年
度
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た

■
予
算
委
員
会

■
補
正
予
算
委
員
会
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ご
近
所
ミ
ニ

デ
イ
と
は
地
域

住
民
の
方
々
が

主
体
と
な
り
、

要
支
援
者
相
当

の
方
を
対
象
に

介
護
予
防
に
役

立
つ
活
動
を
行

う
も
の
で
す
。

○
回
数
・
時
間

　

週
1
回
・
3

時
間

○
内
容

　

軽
い
体
操
、

食
事
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、

季
節
の
イ
ベ
ン

ト　

な
ど

○
自
己
負
担

　

５
０
０
円
程

度
（
食
事
代
等

の
実
費
の
み
）

○
対
象
者

　

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
た
方

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
、

対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
方

中
村
）
区
は
区
内
で
21
か
所
の
ご

近
所
ミ
ニ
デ
イ
を
作
り
た
い
と
い

う
意
向
で
、
取
り
組
む
住
民
団
体

を
募
集
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実

際
手
を
挙
げ
た
方
か
ら
場
所
の
確

保
が
難
し
い
と
い
う
相
談
が
あ
っ

た
。
場
所
に
つ
い
て
区
の
支
援
が

ほ
し
い
。

長
寿
応
援
課
長
）
Ｕ
Ｒ
（
公
団
）

の
集
会
室
が
活
用
で
き
る
。
区

に
相
談
を
。

中
村
）
縦
割
り
行
政
を
廃
し
て
、

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
提
供
で
き

な
い
か
。

課
長
）
文
化
セ
ン
タ
ー
や
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
使
う
に

は
調
整
が
必
要
。
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。

中
村
）
立
ち
上
げ
資
金
が
出
な
い
、

要
支
援
の
人
が
参
加
し
な
い
と
活

動
費
（
1
日
８
０
０
０
円
ま
た
は

１
２
０
０
０
円
）
が
出
な
い
な
ど
、

経
費
の
課
題
が
あ
る
。
改
善
を
。

課
長
）長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

実
施
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら

要
支
援
の
人
の
参
加
が
な
い
と

当
日
は
活
動
で
き
な
い
（
つ
ま

り
活
動
費
は
出
な
い
）。
区
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。

＊
こ
の
ほ
か
教
育
費
で
「
学
校
事

務
の
共
同
実
施
」「
有
明
西
学
園
」

に
つ
い
て
そ
の
課
題
と
対
応
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

荒
川
・
砂
町
庭
球
場
改
修
工
事

が
土
壌
汚
染
の
影
響
で
休
場
期
間

が
延
び
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
。
汚
染
は
六
価
ク
ロ
ム
に
よ
る

も
の
。
汚
染
土
は
１
２
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
滋
賀
県
大
津
市
の

管
理
型
処
分
場
に
搬
入
し
、
汚
染

地
下
水
約
50
ト
ン
は
埼
玉
県
川
口

市
で
中
和
処
理
す
る
、
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
処
理
費
用
は
全
体
で
約

２
５
０
０
万
円
。

　

東
大
島
駅
前
の
「
わ
ん
さ
か
広

場
公
園
」
の
入
口
下
の
舗
道
に
い

ま
だ
に
六
価
ク
ロ
ム
が
染
み
出
す

こ
と
が
あ
る
。
今
年
に
入
っ
て
か

ら
も
2
回
、
漏
出
し
た
と
い
う
こ

と
だ
。（
都
の
公
園
職
員
の
話
）

　

江
東
区
の
六
価
ク
ロ
ム
問
題
は

今
で
も
続
い
て
お
り
、
江
東
区
に

環
境
汚
染
や
経
済
的
損
失
を
与
え

続
け
て
い
る
。
今
後
も
監
視
と
汚

染
者
負
担
の
原
則
に
よ
る
対
応
が

必
要
だ
。

　

企
画
総
務
委
員
会
に
提
出
さ
れ

て
い
た
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
公
的
承
認
に
つ
い
て
の
陳
情
」

が
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
陳
情
は
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
承
認
制
度
に
向
け
た
協

議
を
開
始
す
る
よ
う
求
め
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
趣
旨
採
択
と
は

願
意
は
十
分
理
解
で
き
る
が
、
当

分
の
間
実
現
は
困
難
と
い
う
こ
と

だ
。

　

一
方
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
創
設
し
な
い
よ
う
求
め

る
陳
情
」「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
施
策
に
つ
い
て
の
反
対

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
」
も

出
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
不
採
択
に

す
る
の
が
当
然
だ
。し
か
し
、自
民
・

公
明
の
２
会
派
だ
け
は
不
採
択
で

は
な
く
「
継
続
」
と
い
う
対
応
を

し
た
。
こ
れ
は
筋
が
通
ら
な
い
対

応
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　◆主な議案への対応

件名
自 公 民政ク 共産 他無所属 市民の声

（中村）見山 三次 図師

2019年度予算　一般会計、国保会計、介護保険会計、後期高齢者医療会計 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

豊洲シビックセンター駐車場条例の改正（営業時間の延長） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害者通所支援施設条例の改正（塩浜福祉園を指定管理に） ○ ○ ○ × ○ ○ × ×

区道占用料徴収条例の改正、都市公園条例の改正、普通河川管理条例の改正、公共溝渠管理条
例の改正（固定資産税の評価替えによる見直し） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奨学資金貸付金の返還請求に関する民事訴訟の提起について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

地域密着型サービスの（中略）基準に関する条例の改正（65歳を超えた障害者が引き続き同
じ事業所でサービスを受けられるように共生型サービスを位置づける） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域包括支援センターの（中略）基準を定める条例の改正（保健師に準ずる者の基準に新たな
要件を加える） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筋
の
通
ら
な
い

陳
情
対
応

■
区
民
環
境
委
員
会
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3
月
15
日
、総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

２
階
の
レ
ク
ホ
ー
ル
で
ス
タ
ー
ト

集
会
を
開
催
し
、
１
４
０
名
を
超

え
る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
山
本
太
郎
さ
ん
の
講

演
で
、
消
費
税
の
お
か
し
さ
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
費
税
の
増
税
分
は
全
額
社
会
保

障
の
充
実
と
安
定
化
に
使

う
、
と
い
う
約
束
は
守
ら

れ
ず
、
充
実
に
使
わ
れ
た

の
は
16
％
で
し
か
な
い

こ
と
。
こ
の
30
年
で
私
た
ち
は
消

費
税
を
２
６
３
兆
円
負
担
し
、
一

方
法
人
税
は
１
９
２
兆
円
も
安
く

な
っ
た
。
消
費
税
の
73
％
が
法
人

税
が
減
っ
た
分
の
穴
埋
め
に
使
わ

れ
た
こ
と
な
ど
。

　

第
２
部
は
「
励
ま
す
集
い
」。
４

月
の
統
一
地
方
選
挙
に
市
民
の
声
・

江
東
か
ら
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
中
村
ま
さ
子
、

前
田
か
お
る
、
ま
に
わ
尚

之
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

山
本
太
郎
さ
ん
か
ら
も
３

人
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
声
・
江
東 

統
一
地
方
選
ス
タ
ー
ト
集
会
開
催
！

　

こ
こ
数
年
、
江
東
区
は
右
肩
上

が
り
で
積
立
基
金
を
増
や
し
て
き

た
。
２
０
１
４
年
に
８
１
５
億
円

だ
っ
た
積
立
基
金
が
こ
の
３
月
末

で
１
１
７
８
億
円
。
３
６
０
億
円

以
上
増
や
し
て
い
る
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
、
実
質
賃
金
が
減
り
、

年
金
も
増
え
な
い
。
一
方
、
国
保

や
介
護
保
険
の
保
険
料
は
値
上
が

り
し
、
秋
に
は
消
費
税
が
10
％
に

増
税
さ
れ
る
予
定
だ
。
こ
ん
な
と

き
こ
そ
積
み
立
て
た
基
金
を
区
民

の
た
め
に
使
う
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

子
ど
も
の
貧
困
の
改
善
、
家
賃

助
成
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
、
暮
ら

し
を
直
接
支
援
す
る
た
め
に
積
立

基
金
を
使
う
べ
き
だ
。

2019 年 中村まさ子の活動日誌（抄）

1 月

4 日 江東区賀詞交歓会

11 日 江東ブランド認定式、大島地区各団体合同
新年会

12 日 さようなら原発 1000 万人署名、定例会
13 日 羽田空港機能強化に関する説明会
17 日 東京清掃労組旗開き
20 日 城東消防団始式、大島 6 丁目団地新年会
22 日 土建江東支部新年会、区政勉強会
24 日 解放共闘旗開き
25 日 キルトクラブうさうさ、定例会
26 日 事務所開き

28 日 江東産業表彰式、在日本朝鮮東京商工会新
年会

2 月

1 日 人権の集い
 3 日 市民の声・江東選対会議
 4 日 立候補説明会、江東アクション会議
 6 日 臨時本会議
 9 日 さようなら原発 1000 万人署名、定例会
11 日 朝日友好新春の集い
12 日 土地開発公社評議員会
15 日 キルトクラブうさうさ
17 日 講演会「子どもの健康と学校給食」
19 日 第 1 回区議会定例会始まる、区政勉強会
20 日 清掃一組総支部旗開き
22 日 定例会
26 日 介護保険シンポジウム

3 月

9 日 定例会
15 日 市民の声・江東統一地方選スタート集会
20 日 大島中卒業式、卒業を祝う会

22 日 3 大小卒業式、キルトクラブうさうさ、定
例会

24 日 選対会議
25 日 5 大小卒業式
31 日 選対会議　　

本
を

出
版
し
ま
し
た

『
十
五
分
一
本
勝
負　
中
村
ま
さ

子
の
定
例
会
一
般
質
問
録
／
付
・

区
議
会
レ
ポ
ー
ト
巻
頭
言
集
』（
発

行　

樹
花
舎
、
２
３
６
ペ
ー
ジ
、

８
０
０
円
＋
税
）

　

議
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
公
式
記

録
と
し
て
の
っ
て
い
る
２
０
０
３
年

か
ら
の
一
般
質
問
と
議
員
に
な
っ
て

24
年
間
出
し
続
け
て
き
た
「
中
村
ま

さ
子
の
区
議
会
レ
ポ
ー
ト
」
の
巻
頭

言
と
を
1
冊
に
ま
と
め
た
本
を
出
版

し
ま
し
た
。
質
問
時
間
15
分
に
こ
め

た
中
村
ま
さ
子
の
区
政
へ
の
思
い
と

政
治
家
と
し
て
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い

（
と
思
っ
た
）
テ
ー
マ
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
お
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
題
字
は
中
村
ま
さ
子

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

さ
さ
や
か
な
出
版
記
念
会
を
以
下

の
日
時
・
場
所
で
開
き
ま
す
。
よ
ろ

し
け
れ
ば
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、

改
め
て
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

＊
日
時
　

5
月
14
日
（
火
）　

19
時
か
ら

＊
場
所
　
江
東
総
合
区
民

セ
ン
タ
ー
第
二
研
修
室　

貯
め
す
ぎ
で
は
？

江
東
区
の
積
立
基
金
１
１
７
８
億
円
！

山本太郎参議院議員と


